
理PL保険制度の特長について

麹
聯
ｆ

全国で約6万件の引翼実績:諄 1

識
隔

本制度にカロ入した中小企業の皆様が製造または販売した製品や、行つた仕事の結果が原因で、製品の引渡し後または仕事
の終了後に日本国内において他人の生命や身体を害する人身事故や、他人の財物を損壊した物損事故(以下 [PL事故]と

いいます。)が遡及日(本 tll度に最初にtll入した日。一度本tll度から脱退した場合は、再度加入した日の翌日(中途加入の場
合は再加入日))以降に発生し、加入期間中に日本国内において皆様 (被保険者 (補償を受けることができる方))に対して
損害賠償請求がなされ、法律上の損害賠償責任を負担することによって、損害賠償金や争訟費用等の損害を被つた場合
に、保険金をお支払いいたします。

■「中小企業PL保険制団 の発生事故のうち、約半数が請負業・販売業における事故です。

■請負業の事業者が加入する「請負業者賠償責任保劇 では、工事・作業中の事故が対象であり、仕事の終了後。お客
様へ引渡し後の事故は補償されません。したがつてPL保険への加入が必要です。

IPL保険制度の事故伊1】

莉晰鰊 颯骰麟
被保険者が製造した

オープントースター

が発大し、家屋を全

焼させた。

鶴鮨欲 胸瘍擁仄屹鰈霧蘊

隧鶉祠
被保 険 者 が

風呂ポイラの

メンテナンス

を誤つたため、入浴者が一酸化炭素中
毒で死亡した。

晰螂緩 峰 饉、酪倅膊 鎌蠣

被保険者が製造した

食品用の袋に製造上

の欠陥があつたため、

納入先が製造・封入した生クリームが

漏出し、損害が発生した。

嬢癬鱗 約 慇鰈聰 鱚鶴

卸売業
被保険者である水産物

卸売業者がウエをホテ

ルに納入したところ、腸

炎ビブリオが発生し、ホテル

約40人が食中毒となった。

損害額約300万円

雨水が建物内に漏れて、内装設備等を

汚損させた。

鐘書類約でり9醸0万諄

事で約200名が食中毒症状を訴えた。

調査の結果、卵に付着したサルモネラ

菌が原因と判明した。

艘書糠約 1夕400万円

被保険者が行つ

た防水工事に不

備があり、施工後

被保険者の飲食

店が提供した食

[こ加入タイプ ](次の4タイプからお選びください。) ※「食中毒利益担保特約」のご案内:飲食店、

食品製造業、食品販売業の各事業者の皆

様は、食中毒の発生により営業が休止また

は阻害された場合の喪失利益等を補償す

る「食中毒利益担保特約」にこ契約いただ

くことができます。詳細は募集代理店また

は引受保険会社にお問い合わせください。

Dl囲 PL保険鋼産


